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  いよいよ修学旅行が迫ってきました。これから本格的にインフルエンザや、胃腸風邪の流行シーズンにな

ります。本校でも始業式以降、体調不良者が増加しています。一人一人の感染症予防と免疫力アップで当日

は万全の体調でのぞみましょう。 

数字でチェック！ インフルエンザ情報 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 体調が悪いと感じた時は「とりあえず学校へ行く」のではなく、 

安静にして早めに受診しましょう。 

★ 特に部活動内では他学年からの影響を受けやすいので部室での 

長時間の雑談はひかえましょう。 

★ 学年では感染症の流行を防ぐため“咳エチケット“ を強化していき 

たいと考えています。マスク着用を心がけてください。 

★ 体温をこまめに測りましょう。 

★ 頭痛薬、酔い止め薬等、自分にあった薬を忘れずに持参しましょう。学校から内服薬は提供しません。 

薬の貸し借りはやめましょう。 

令和 2年 1月 16日  

 春日井東高校（保健室） 

マスクは、患者が着用して感染拡

大を防ぐ効果があるだけではな

く、健康な人にものどの乾燥や、

接触による口鼻周りのウィルスの

付着を防止する効果があります。 

現地で必要な分を各自で持って行

きましょう。（目安は 5～6 枚） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《保護者の方へのお願い》 

１ インフルエンザについて 

 ＊インフルエンザに罹患すると、法律により学校（修学旅行）に出席できません。（出席停止）  

またインフルエンザの出席停止期間は、『発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を

経過するまで』と規定されています。 

   ＊インフルエンザと判明した場合には、医師の指示に従い、さらに修学旅行に参加することに 

対しての許可書（治癒証明書）を必ずもらい旅行当日時に生徒本人に持参させてください。

決して自己判断はしないでください。 

 ２ 当日の朝について 

 ＊生徒が朝起きて、「体調が悪い」「高熱（３７．５℃以上）がある」「平熱よりも１．５℃以上 

  体温が高い」など症状を呈した場合、修学旅行に参加できるかどうか検討をお願いします。 

   ＊なお、空港時の体調チェックで、修学旅行へ参加させることができないと判断された場合は、

帰宅していただきます。ご承知置きください。 

 

重 要！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


